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    冬季休業に向けての児童生徒の指導等について（通知） 

 冬季休業は、児童生徒が学校を離れて、家庭や地域の中で、北国の冬に親しみながら心身を鍛えた

り、新たな決意をもって一年の計画を立てたりするなど、自主的・自律的に生きる力を身に付けるよ

い機会であるとともに、自然体験活動やボランティア活動等を通して、思いやりの大切さや生命の尊

さを実感するなど、豊かな人間性を培う上でも有意義な機会です。 

 一方、児童生徒の生活が不規則になることや、問題行動等、不慮の事故が発生しやすいことなどが

懸念されます。 

つきましては、各学校において、家庭や地域の関係機関・団体等との緊密な連携の下、次の事項に

留意し、児童生徒の命と心を守る取組に万全を期すようお願いします。 

また、別記の事項について、学校種や児童生徒の発達の段階に応じて、適切に指導するようお願い

します。 

記 

１ 自殺予防の取組 

 (1) 長期休業明けにかけて、18歳以下の自殺が増加する傾向にあることから、「ＳＯＳの出し方に

関する教育」（別添１）に取り組み、自ら相談し助けを求めることや、ストレス等への対処につ

いて指導すること。また、長期休業前から長期休業明けまでの間、家庭、地域、関係機関等と連

携を強め、自殺予防の取組を積極的に推進すること。 

 (2) 各学校においては、１人１台端末等を活用するなどして児童生徒の健康観察を実施するほか、

児童生徒一人一人に対する面談の実施等を通じて、悩みや不安の早期発見に努めるとともに、保

護者、地域住民、関係機関等と連携の上、児童生徒への見守り活動を強化するなど、児童生徒の

自殺予防に係る取組を徹底すること。 

２ インターネット上のトラブルの未然防止の取組等 

  児童生徒に対し、ＳＮＳなどのインターネットの利用に関する危険性等について指導するととも

に、保護者に対しては、児童生徒が利用するスマートフォン等へのフィルタリングの設定や利用に

関する家庭でのルールづくりを啓発する取組を徹底すること。また、児童生徒に不審点のある求人

情報については、「闇バイト」である可能性があり、危険性が高いことを指導すること。 

３ 相談窓口の周知 

児童生徒の不安や悩みなどを受け止め、早期に対応できるよう、長期休業前に、改めて「子ども

相談支援センター」等の各種相談窓口（別添２）や１人１台端末を活用した「おなやみポスト」の

活用について周知すること。 

４ 児童虐待の防止対策、早期発見・早期対応 

児童生徒の安全確保を最優先に、児童虐待の早期発見・早期対応、児童生徒の保護等の適切な対

応を行うこと。 

    生徒指導・学校安全課 

高 校 教 育 課 

義 務 教 育 課 

特 別 支 援 教 育 課 

健 康 ・ 体 育 課 

様 
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別記 

 

１ 問題行動等の未然防止、早期発見・早期対応 

(1) 自殺予防 

・長期休業の前後に「アセスメントツール『心と身体のチェック』（令和４年12月12日付け事務

連絡）」を活用し、不安や悩みを抱えている児童生徒の早期発見・早期対応に努めること。 

・自殺企図の兆候がみられた場合は、教職員で抱え込まず、保護者はもとより、スクールカウン

セラー等の専門家や医療機関等と連携し、組織的に対応すること。 

・自他の命の尊さについて指導するとともに、教育相談の実施、保護者の見守り、相談窓口の周

知等の自殺予防に係る取組を実施すること。 

・自殺予防教育の充実に向けては、「児童生徒の自殺予防に係る取組について」（令和６年７月

18日付け教生学第598号通知）のとおり、１人１台端末等を活用した児童生徒のＳＯＳの早期

発見について積極的に取り組むこと。また、道教委「自殺予防教育ポータルサイト」（令和５

年９月20日付け教生学第737号通知）の各種資料を活用すること。 

(2) 薬物乱用の防止 

・児童生徒に薬物の有害性や危険性に関する正しい知識を身に付けさせ、「薬物には絶対に手を

出さない」ことを指導すること。なお、その際、「薬物乱用防止教育の充実について」（令和

５年９月 14 日付け教健体第 595 号通知）及び「薬物乱用防止教育のさらなる充実について」

（令和５年12 月18 日付け教健体第921 号通知）を参照すること。 

 (3) インターネット上のトラブルの未然防止 

・１人１台端末の持ち帰りを安全・安心に行うため、児童生徒への事前指導や端末を持ち帰る際

のルール設定、保護者への丁寧な説明等に取り組むこと。 

・スマートフォン等やインターネットの利用に関する家庭でのルールづくりについて、児童生徒

と保護者が話し合うことを働きかけること。 

・ＳＮＳ利用に起因する児童生徒の犯罪被害や犯罪行為の防止に向け、情報モラル教育の取組等

を通じて適切に指導すること。 

・関係機関と連携し、スマートフォン等へのフィルタリング設定や家庭でのネット利用のルール

づくりについて保護者に啓発すること。なお、フィルタリング設定については、使用時間や利

用できるアプリの制限など、児童生徒の年齢に応じた制限レベルを設定するよう啓発すること。

また、家庭でのルールづくりについては、「利用時間・利用料金を決める」「接続するサイト

やダウンロードするアプリは保護者に確認する」「個人を特定される情報を書き込まない」「知

らない人とＳＮＳやメール、写真のやり取りはしない」「裸や下着姿の写真は撮らない、撮ら

せない」「困ったことがあれば、すぐに保護者に相談する」などを啓発すること。 

(4) いじめの未然防止、早期発見・早期対応 

・いじめや誹謗中傷等を受けたり、発見したりした場合に、周囲に援助を求めることについて指

導すること。また、児童生徒及び保護者に対し、いじめに関する相談や通報を受け付ける学校

の窓口を周知すること。 

・年度内に実施したアンケート調査や個人面談の結果について、管理職を含めた「学校いじめ対

策組織」において分析・検証を行うこと。その際、「いじめ対応ガイドブック・支援ツール『コ

ンパス』」を活用すること。 

・いじめを受けた児童生徒やいじめを行った児童生徒の進学や進級の際には、児童生徒の個人情

報の取扱いに配慮しつつ、当該学校間において、いじめ等に関する指導記録等の引継ぎを確実

に行うこと。 
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・犯罪行為として取り扱われるべきいじめなどは、直ちに警察に相談・通報を行い、連携して対

応すること。 

・保護者向け資料「警察と連携した『いじめ問題』への対応」及び「学校と家庭が協力した『い

じめ対応』」を改めて周知し、家庭と連携し対応すること。 

(5) 犯罪（触法）行為、不良行為等の防止、生命（いのち）の安全教育の推進 

・盗撮、わいせつ、窃盗、暴力行為、性的画像の要求や拡散、夜遊び、飲酒、喫煙等の犯罪（触

法）行為や不良行為等の防止に向け、倫理観や規範意識等を育成すること。また、当該事案を

把握した場合は、直ちに警察に相談・通報を行い、適切な援助を求め、連携して対応すること。 

・児童生徒が、生命（いのち）を大切にし、性被害・性暴力の被害者にも加害者にもならないた

めにも、文部科学省の指導の手引及び教材を活用し、「生命（いのち）の安全教育」を推進す

ること。 

(6) 「闇バイト」等の犯罪に加担させないための取組 

・ＳＮＳ利用を通じて特殊詐欺等のいわゆる「闇バイト」情報に触れ、児童生徒が、事の重大性

を認識することなく、アルバイト感覚で犯罪に加担してしまうことがないよう、「少年をアル

バイト感覚で犯罪に加担させないための対策について」（令和５年８月22日付け教生学第571

号通知）の非行防止・啓発資料を活用して指導するとともに、「児童生徒を犯罪に加担させな

いための取組について」（令和６年11月５日付け教生学第1084号通知）の啓発資料を配付し、

不審点のある求人情報については「闇バイト」である可能性があり危険性が極めて高いこと、

応募してしまった場合には警察に相談することを説明すること。 

・なお、高等学校においては、「闇バイト防止のための校内放送教材（音声）」（令和５年10月

18日付け教生学第862号通知）を昼休みなどの時間を活用して繰り返し放送するなどして、生

徒自らリスクマネジメントできる資質・能力の育成を図ること。 

(7) 警察、児童相談所などの関係機関との連携 

・学校だけでは対応することができない問題行動等については、家庭や地域、児童相談所、警察、

ＰＴＡなどの関係機関・団体等と連携を強め、適切に対応すること。 

・児童虐待の防止及び早期発見・早期対応に努め、児童虐待の疑いがある場合には、「学校・教

育委員会等向け虐待対応の手引き」（令和２年６月改訂）に基づき、児童相談所等に速やかに

通告すること。 

・宗教に関する相談において児童虐待に該当すると思われる事案を把握した場合には、児童相談

所等の関係機関に通告することが求められることから、課題を抱える児童生徒の早期発見、早

期支援・対応等に努めること。 

・学校・警察双方において、緊急を要する事案に適切に対応できるよう連絡窓口となる担当職員

の指定を徹底するとともに、休日等執務時間以外の時間帯における連絡体制も視野に入れた体

制を構築すること。 

 

２ 安全確保の徹底について 

(1) 部活動等における事故の防止 

  ・長期休業中の部活動等は、児童生徒の体調やバランスのとれた生活などに十分配慮し、学校部

活動に関するガイドラインに基づいた適切な休養日及び活動時間を設定すること。特に運動部

活動においては、事故が発生する危険性を常に有しているため、日頃から、活動場所や設備、

用具等の安全点検を実施するとともに、生徒の体力や技能等を踏まえた指導計画を立案し、安

全に配慮しながら指導を行うなど、安全管理や安全指導等の徹底すること。 

  ・全教職員が一次救命処置の手順と技能を確実に習得することができるよう、「心肺蘇生等に関
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する校内研修の確実な実施などによる学校における安全対策の一層の充実について」（令和６

年10月28日付け教生学第1039号通知）に基づき、事故発生時に備えた学校体制の確立、ＡＥＤ

の定期的な点検及び適切な管理の取組について、休業期間等を利用し推進すること。 

(2) 体罰・ハラスメントの防止 

   体罰やハラスメントを防止するためには、校内研修を実施するなどして、殴る・蹴る等の行為

だけではなく、社会通念や安全確保の観点から認め難い肉体的・精神的な負荷を課すこと、言葉

や態度による脅し、威圧・威嚇的な言動、セクシャルハラスメントと判断される言動、人格否定

的な発言、特定の児童生徒への執拗過度な言動等、体罰やハラスメントはいかなる場合にも決し

て許されるものではないということを認識する必要があり、特に、部活動においては活動方針や

活動計画について保護者・生徒の理解を得ながら進めることなどについて、全教職員で共通理解

を図ること。 

(3) 交通事故の防止 

・「学校安全読本」（平成22年 北海道教育委員会）等を活用し、地域の実情に即した交通法規

の遵守や道路の安全な歩行について指導すること。 

・信号機のある横断歩道においては、青信号であっても左右をよく確認し、「車が来ていないか」

「車が来ていたら、停止したか」を確認してから横断することのほか、信号機のない横断歩道

においては、「『ハンドサインでストップ運動』実施要綱の策定について」（令和６年９月18

日付け教生学第855号通知）に基づき、安全な横断方法について指導すること。 

(4 ) 不審者侵入の防止 

・「不審者侵入の防止に係る対策について」（令和６年６月６日付け教生学第284 号通知）に基

づき、「不審者侵入の防止の３段階のチェック体制」など、不審者侵入の防止に係る対策、危

機管理マニュアルの点検・改善及び発生時の対応等について、校長のリーダーシップのもと、

全教職員が改めて共通理解を深め、対策を徹底すること。 

(5) 冬季の屋外レジャー等による事故の防止 

・スキー、スケートや雪遊び、そり遊び等を行う場合には、危険な滑走をしないことや立ち入り

禁止場所で遊ばないことなど、施設の利用や気象条件等に十分留意することなどについて指導

すること。 

・道路の周辺や屋根の下、氷の張った湖沼や河川など、危険が予測される場所に決して近づかな

いことについて指導すること。 

 

３ 不登校児童生徒への対応 

・欠席が続いたとき（目安として連続５日または累計10日以上）は、「児童生徒理解・支援シート」

等を活用し、児童生徒の状況等と支援の方向性について、学校と家庭、関係機関等において情報

共有すること。 

・児童生徒や保護者への早期支援のため、道教委「不登校支援ポータルサイト」（令和５年５月31

日付け教生学第217号通知）や相談窓口を周知すること。 

・様々な理由で登校できない児童生徒に対して、スクールカウンセラーによるオンライン等を利用

した教育相談を行うなど、一人一人に応じた支援を行うとともに、別添２「主な相談窓口（北海

道）」をもとに、相談窓口の活用について周知すること。 

・児童生徒や保護者が、教育支援センター等の教育委員会所管の機関、児童相談所、病院、民間団

体等で専門的な相談・支援を受けることができるよう、相談窓口を継続して周知すること。 
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４ 相談窓口の周知及び学校における教育相談 

・長期休業期間においても、いじめ、友人関係、親子関係、性的マイノリティ、性暴力の被害、ヤ

ングケアラーに関することなど、児童生徒の様々な悩みを受け止め、早期に対応できるよう、各

種相談窓口の周知を徹底すること。 

・児童生徒の心のケアが必要な事案が発生した場合は、学校内の関係者が情報共有し、スクールカ

ウンセラーやスクールソーシャルワーカーとともに「チーム学校」として、教育相談を実施する

こと。また、児童相談所等の関係機関と緊密に連携し必要な支援を行うこと。 

 ・相談内容が宗教に関する場合、そのことのみを理由として消極的な対応をすることなく、課題を

抱える児童生徒の早期発見、早期支援・対応等に努めること。 

 

５ 保護者、地域社会等との連携による青少年健全育成活動の推進について 

・児童生徒の健全育成に向けて、地域いじめ問題等対策連絡協議会や学校警察連絡協議会等を通じ、

市町村教育委員会、学校、ＰＴＡ、青少年・女性団体、警察、児童福祉施設、地域の商店などへ

積極的に連携を働きかけるとともに、地域全体で児童生徒のサインをしっかりと受け止め、様々

な事例に臨機応変に対応できる実効性のある体制づくりに努めること。 
 
〔 参考通知 〕 
○ 次のＵＲＬからダウンロードできます。 

  「長期休業に向けての児童生徒の指導等について」 
   http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/choukitsuuchi.htm 

 

 

〔 相談窓口 〕 

○ 子ども相談支援センター 

     http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/ijimedenwasoudan.htm 

   ・電話相談 ０１２０－３８８２－５６ 

  ・メール相談 sodan-center@hokkaido-c.ed.jp 

 

 

○ ほっかいどうこどもライン相談 

   http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/snssoudan.htm 

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/choukitsuuchi.htm


北海道教育庁学校教育局
生徒指導・学校安全課

令和２年10月

Ａ．子どもが不安や悩みを抱え、命の危機に直面したとき、誰に、どのように助けを求め

ればよいか、具体的かつ実践的な方法を学ぶことが「ＳＯＳの出し方に関する教育」の

目的です。子どもが「困ったら相談してもいいんだ！」「相談されたら聞いてあげる！」

ことを理解し行動できる態度を身に付けることを目指しています。

Q．「ＳＯＳの出し方に関する教育」が、なぜ、必要なのですか？

・悩んだり困ったりしたときに、誰かに
相談したり助けを求めたりすることが
できる。

・自分が相談されたときの対処方法を身
に付ける。

家にも学校にも
居場所がない…

自分なんか
いなくても…

友達との関係
に疲れた…

【補足】全国的には自殺した児童生徒数は、高止まりしており、憂慮すべき状況です。
国の「自殺対策総合大綱」には「ＳＯＳの出し方に関する教育の推進」が示されています。

Ａ．子どもは、ストレスを感じる困難な場面に直面しても、自ら助けを求めることがで

きず、命を絶つことで解決しようと考える場合があります。子どもには、助けを求め

る具体的な方法を教えることが大切です。

「児童生徒の自殺を予防するためのプログラム」では、こうした態度を
「援助希求的態度」として育成を目指しています。

Q．「ＳＯＳの出し方に関する教育」とは、どのようなものですか？

・友人の感情を受け止め、理解しようと
する方法を学び、行動します。相談されたら聞いてあげる！

・助けを求める実践的な方法を学びます。
・具体的な相談窓口を理解します。

困ったら相談していいんだ！

助けて
ほしい！

でも
誰に？
どうやって？

【参考】「児童生徒の自殺を予防するためのプログラム」（H30.3月 道教委）

SOS
〔自殺予防教育を進めるために〕

教職員研修資料

の出し方に関する教育

を始めましょう!



○ 子どもに、「地域には相談できる大人がいる」ことを伝えます。

○ 学校は、地域の相談できる大人（保健師、社会福祉士、民生委員）と協力・連

携することで、子どもだけではなく、保護者へ支援が可能になります。

特別活動（学級活動・ＨＲ活動）で実施する場合

校種 小学校 中学校 高等学校

学習
内容
例

学級活動２（２）イ
よりよい人間関係の形成

学級活動２（２）ア
自他の個性の理解と尊重、
よりよい人間関係の形成

学級活動２（２）ウ
思春期の不安や悩みの解決、
性的な発達への対応

ＨＲ活動（２）ア
自他の個性の理解と尊重、
よりよい人間関係の形成

ＨＲ活動（２）エ
青年期の悩みや課題とその
解決

「地域の相談できる大人」と学校の連携

「地域の相談できる大人」の授業参画

養護教諭 学級担任 ＳＣ
保健師

社会福祉士民生委員

警察

子ども

学校

授業後の子どもの相談行動

専門職者に相談

・電話相談
・メール相談等

学級担任
養護教諭
ＳＣ等に相談

子ども

Ａ．現在の学級活動・ＨＲ活動の年間指導計画で対応できます。現在の「よりよい人

間関係の形成」「不安や悩みの解決」の指導時間で実施することができます。

また、短学活などで「悩んだときは、誰かに助けを求めること」などについて、

教師が子どもたちに折に触れて話しかけることも大切です。

Ａ．子どもの身近な存在である学級担任が、養護教諭やスクールカウンセラーと連携

することが効果的です。また、子どもにとって「地域の相談できる大人」として、

保健師、社会福祉士、民生委員等と連携した取組も効果的です。

Q．「ＳＯＳの出し方に関する教育」を実践する授業時数がありません。
どのように対応するとよいですか?

Q．「ＳＯＳの出し方に関する教育」は、子どもの様子を知っている学級
担任が実践するとよいですか？



Ａ．学級活動の指導例（参考：児童生徒の自殺を予防するためのプログラム）

(1) 本時の目標
相談をする際の期待感と抵抗感を理解し、相談しやすい方法について考える。

(2) 本時の評価
～略～ ※児童生徒の自殺を予防するためのプログラム 詳しくはこちら！→

過
程 主な学習活動 ○教師の主な働きかけ

導
入

１ 「相談しようか迷ったとき」の経験について、
グループで話し合い、ワークシートに記入する。

２ 本時の学習課題を確認する。

○ それぞれの経験をもとに、本時の課題を示し、
学習の見通しをもたせる。

○ ＳＣ、民生委を紹介し一緒に考える機会である
こと理解させる。

展
開

３ 相談できるときと、相談を迷うときはどのよう
な場合なのか考える。

４ ロールプレイを通して考える。
【活動の手順】
①個人で、期待感、抵抗感などの観点から考えや行
動について分類し、ワークシートに記入する。

②記入した内容についてグループで話し合う
・よいこと（期待感）
「話しを聞いてくれるだけでいい」
「一緒に解決方法を考えてくれそうだ。」

・心配なこと（抵抗感）
「相談されたら友達が嫌な思いをする」
「こんなことで悩んでいるのが恥ずかしい」

③相談の期待感、抵抗感を踏まえ、ワークシートの
内容について交流する。（約10分）

④身近な大人への相談について考える。

○ 相談する際の気持ちには期待感と抵抗感がある
ことについて伝える。

○ 活動の手順と留意点を説明する。
・ワークシートや事例は、「児童生徒の自殺を
予防するためのプログラムＡ②」を参照

○ 友達との関係に悩んだ、勉強がわからないなど、
困った時に助け合える人間関係に気付かせる。

○ グループでの話合いの際は、
・友達の考えは、受け止める、批判しない
・相手の方を見て相手の意見を聴く。
ことを指導する。
※授業で発言がない子どもの様子に留意する。
※「分からない」「思いつかない」という子ども
の声を否定しない。

○ 具体的な相談方法のほか、相談しない場合に、
代わりにすることについても気づかせる。

○ ＳＣ、民生委員が交流内容をもとに、相談する
ことの大切さについて話しをする。

終
末

５ 本時の活動を振り返る。
振り返りシートに記入し、ペアやグループで交流す
る。

○ 本時を振り返り、これからの行動について考え
させる。

備
考

○保健師、社会福祉士、民生委員等、授業づくりに参加した専門職を相談できる大人として紹介する。
○児童生徒の悩みや相談を広く受け止める相談窓口を周知する。

子ども相談支援センター 0120-3882-56
２４時間子どもＳＯＳダイヤル 0120-0-78310
北海道いのちの電話 011-231-4343

【課題】 自分が悩んだ時に、誰に、どのように相談したらよいだろうか。

【発問】
みんなは、どのような時に、相談しよう

と決心し（期待感）、相談することを迷う
（抵抗感）のだろうか。

相談窓口一覧

北海道保健福祉部
webページ

Q．「ＳＯＳの出し方に関する教育」の授業は、具体的にどのように指導
するとよいですか?

【まとめ】悩んだら「友達や親、先生、身近な大人に相談してもいいんだ！」「相談され
たら聞いてあげる！」ことを、みんなで理解し行動を始めよう。



自殺直前のSOSがでるときの子どもの様子（例）

□ 関心のあったことに興味を失う。

□ 集中できなくなり、いつもならできる課題が達成できない。

□ 不安やイライラが増し、落ち着きがなくなる。

□ 投げやりな態度が目立つ。

□ 成績が急に落ちる。

□ 身だしなみを気にしなくなる。

□ 不眠、食欲不振、体重減少などの身体の不調がみられる。

□ 自分より年下の子どもを攻撃したり、動物を虐待したりする。

□ 登校を渋っている。

□ 友人との交際を避け、引きこもりがちになる。

□ 自殺に関するネット情報を集めたり、自殺についての絵を描いたりする。

（引用：「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」（H21.３月 文部科学省）をもとに作成）

Q．子どもの中には、言葉で「SOS」を出せない子どもいます。このよう
な子どもには、どう対応するとよいですか?

Ａ．言葉以外でも、SOSのサインが出ています。教師は、子どもの変化を見逃さない

という意識で、日常の児童生徒観察を大切にしましょう。SOSのサインがみられた

ら、教師一人で抱え込まず、チームによる対応を進めましょう。

Ｔｅｌｌ

Ａｓｋ

Ｌｉｓｔｅｎ

Ｋｅｅｐ ｓａｆｅ

【ＴＡＬＫの原則】
：言葉に出して教師が心配していることを伝える。

：「死にたい」という気持ちについて率直に尋ねる。

：子どもの気持ちを傾聴する。

：子どもを一人にせず、安全を確保し寄り添う。

・「大丈夫、がんばれば元気になる」 安易な励まし
・「死ぬなんてばかなことを考えるな」 叱責

安易な励ま
し、叱責は
避けます!

「先生ならきっと助けてくれる!」
信頼関係を築くことが大切です。

Q．子どもから「死にたい」と訴えられたら、どのように対応するとよい
でしょうか？

Ａ．子どもから「死にたい」と訴えられた場合、教師自身が不安になり、その気持ち

を否定したくなる場合があります。このような場合、教師はＴＡＬＫの原則で子ど

もの心に寄り添うことが大切です。次に、教師一人で抱え込まず、チームによる対

応を進めましょう。



主な相談窓口（北海道）① 小学生・小学部生用（令和６年４月）

名称 所管等 電話番号 受付 概要

子ども相談支援センター
（24時間子供SOSダイヤル）

（メール相談）

北海道教育委員会
（文部科学省）

0120-3882-56
(0120-0-78310)

毎日24時間対応 いじめ、不登校、友人関係、親子関
係、性的マイノリティ、性暴力の被
害、家庭の事情で自分の時間がとれ
ない、ヤングケアラーに関すること
など、様々な悩みを相談できます。sodan-center@hokkaido-c.ed.jp

児童相談所虐待対応ダイヤ
ル「189」

北海道保健福祉部
（厚生労働省）

189
（いちはやく）

毎日24時間対応 虐待の疑いがあるなど、虐待に関す
る悩みを児童相談所に通告・相談で
きます。

親子のための相談LINE 北海道保健福祉部
（厚生労働省）

平日9:00～17:00 いじめ、不登校、ヤングケアラー、
虐待など様々な家族・家庭の相談が
できます。

北海道いのちの電話 社会福祉法人
北海道いのちの電話

011-231-4343 毎日24時間対応 様々な悩みを相談できます。

子どもの人権110番 法務省 0120-007-110 平日8:30～17:15 いじめ・体罰等について、法務局職
員・人権擁護委員に相談できます。

チャイルドラインほっかい
どう

認定NPO法人
チャイルドライン支
援センター

0120-99-7777 毎日16:00～21:00
(12/29～1/3除く)

18歳までの子どもが電話・チャット
で様々な悩みについて相談できます。



主な相談窓口（北海道）② 小学生・小学部生用
名称 所管等 電話番号 受付 概要

少年サポートセンター
「少年相談110番」

北海道警察 0120-677-110 平日8:45～17:30 いじめ・犯罪等の被害に悩む子ど
もやその家族が警察に相談できま
す。

こころの電話相談 北海道立精神保健福
祉センター

0570-064-556 平日9:00～21:00
土日祝10:00～16:00

様々な悩みを相談できます。

北海道こころの健康SNS
相談

北海道保健福祉部 平日、土曜日
18:00～22:00
日曜日
18:00～翌朝6:00

日常生活や学校生活に関する悩み
を相談できます。

性暴力被害者支援センター
北海道
（SACRACH さくらこ）

北海道、札幌市 050-3786-0799
または
＃8891

平日10:00～20:00
（土日祝祭日、12/29～
1/3除く）

子どもや大人が性暴力の被害につ
いて相談できます。

sacrach20191101@leaf.ocn.ne.jp
北海道ヤングケアラー相談
サポートセンター

北海道保健福祉部 0120-516-086（電話） ヤングケアラーに関する相談がで
きます。

開設時間
平日 8:45～17:30

hokkaido.young.carer2022@gmail.com
080-9612-1247（SMS専用）
facebook.com/hokkaido.young.support
(Facebook)
@youngcarer2022 (X 旧:Twitter)



主な相談窓口（北海道）① 中学生・中学部生・高校生・高等部生用 （令和６年４月）
名称 所管等 電話番号 受付 概要

子ども相談支援センター
（24時間子供SOSダイヤル）

（メール相談）

北海道教育委員会
（文部科学省）

0120-3882-56
(0120-0-78310)

毎日24時間対応 いじめ、不登校、友人関係、親子関
係、性的マイノリティ、性暴力の被
害、家庭の事情で自分の時間がとれ
ない、ヤングケアラーに関すること
など、様々な悩みを相談できます。sodan-center@hokkaido-c.ed.jp

ほっかいどうこどもライン
相談

北海道教育委員会 令和６年５月20日
令和７年３月24日
までの月曜のみ
17:00～22:00

いじめ、不登校、性暴力の被害など、
様々な悩みを相談できます。
対象：中学生、高校生
左記以外の相談期間
５/１～５/13毎日17:00～22:00
８/７～９/18毎日17:00～22:00
１/８～１/31毎日17:00～22:00

児童相談所虐待対応ダイヤ
ル「189」

北海道保健福祉部
（厚生労働省）

189
（いちはやく）

毎日24時間対応 虐待の疑いがあるなど、虐待に関す
る悩みを児童相談所に通告・相談で
きます。

親子のための相談LINE 北海道保健福祉部
（厚生労働省）

平日9:00～17:00 いじめ、不登校、ヤングケアラー、
虐待など様々な家族・家庭の相談が
できます。

北海道いのちの電話 社会福祉法人
北海道いのちの電話

011-231-4343 毎日24時間対応 様々な悩みを相談できます。

子どもの人権110番 法務省 0120-007-110 平日8:30～17:15 いじめ・体罰等について、法務局職
員・人権擁護委員に相談できます。

チャイルドラインほっかい
どう

認定NPO法人
チャイルドライン支
援センター

0120-99-7777 毎日16:00～21:00
(12/29～1/3除く)

18歳までの子どもが電話・チャット
で様々な悩みについて相談できます。



主な相談窓口（北海道）② 中学生・中学部生・高校生・高等部生用
名称 所管等 電話番号 受付 概要

少年サポートセンター
「少年相談110番」

北海道警察 0120-677-110 平日8:45～17:30 いじめ・犯罪等の被害に悩む子ども
やその家族が警察に相談できます。

こころの電話相談 北海道立精神保健福
祉センター

0570-064-556 平日9:00～21:00
土日祝10:00～16:00

様々な悩みを相談できます。

北海道こころの健康SNS
相談

北海道保健福祉部 平日、土曜日
18:00～22:00
日曜日
18:00～翌朝6:00

日常生活や学校生活に関する悩みを
相談できます。

性暴力被害者支援センター
北海道
（SACRACH さくらこ）

北海道、札幌市 050-3786-0799
または
＃8891

平日10:00～20:00
（土日祝祭日、12/29
～1/3除く）

子どもや大人が性暴力の被害につい
て相談できます。

sacrach20191101@leaf.ocn.ne.jp

北海道ヤングケアラー相談
サポートセンター

北海道保健福祉部 0120-516-086（電話） ヤングケアラーに関する相談ができ
ます。

開設時間
平日 8:45～17:30

hokkaido.young.carer2022@gmail.com

080-9612-1247（SMS専用）
facebook.com/hokkaido.young.support
(Facebook)
@youngcarer2022 (X 旧:Twitter)


